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`こ
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― Ⅲ
「
1里塚・ ジ ニ ッ ト闘 争に

支援・ 連帯 する
●国鉄 労 働 者

● 教育労 働 名

●全 逓労 働 者

● 1武:谷二 男

Ⅳ 12・ 10集会ゴこ参力‖して

V全関西の闘 う職場、工場 か ら
1014人民 大集会に
総結 1集 しょ ぅ

1・ 14ハ、民.人 事会 へ の呼 びか け
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Ｉ
動
労
千
葉
と
三
塁

９

ｅ
ｌ７

三

里

塚

決

起

を

口
実

と

し

た

動

労

千

葉

へ

の

査

間

委

員

会

設

置

＝

統

制

処

分

攻

撃
を
弾
劾
す
る
／

動
労
本
部

中
央

（
単

マ
ル
Ｈ

松
崎
と

一
部

悪
質

民
同

）
は
、
動
力
車
労
組
第

一
〇

一
回

定

期
中
央
委
員
会

（
Ｈ
月
１５
日
～
１７

日

）
に

お

い
て
、

Ｉ
里
塚
反
対

同
盟
と
の
同
い
連
帯

の
下
、
ジ

ェ
ッ
ト
燃
料
貨
車
輸
送
阻

止
闘
争

を

不
屈

に
担

い
ぬ
く
動

労
千
葉
地
本
に
対
し
、

ま
さ

に
そ
の
故
を
も

っ
て
統
ｌｌｉｌｌ
処
分
＝

査
間

委
設
置
を
強
行

し
た

。

動
労
千
葉
が

「
９

ｏ
ｌ７
Ｉ
里
塚
現
地
集
会

に
参
加

し
た

」
こ
と
、

十
三
年

間
、
国
家
権

力

の
農
民
殺

し
と
侵
略

の
た
め

の
Ｉ
里
塚
軍

事
空

港
建
設
に
対

し
て
不
屈

に
た
た
か
う
三

里
塚
農
民
と
連
帯

し
、
共
に
三
里
塚
闘
争
を

戦
闘
的
、
革
命
的

に
た
た
か

い
ぬ

い
て
き
た

こ
と
を
唯

一
の
理
由

に
統
制
処
分
を
か
け
る

と

い
う
の
で
あ
る

。

査
問
委
設
置
は
、
三
里
塚
闘

争

へ
の
全
面
敵
対
だ
／

こ
の
定
期
中
央
委
員
会

で
決
定
さ
れ
た
内

容

は
、

①
動
労
千
葉
の
９

ｏ
ｌ７
三
里
塚
集
会

へ
の

参
加
等
を

「
統
制
違
反
」
と
し

て
処
分
す

る
た
め
に
、
地
本

三
役
な
ら
び
に
地
本
青

年
部

Ｉ
役
を
対
象
と

し
て
査
問
委
員
会
を

設
置
す
る

。

②
千
葉
地
本
の
全
組
合

員
を
対
象

と
し
た

「
オ
ル
グ
」
を
実
施
す
る

。

③
今
後

「
こ
の
種
案
件

が
発
生

し
た
場
合

に
は
、
直
ち
に
当
該
各
級
機
関
の
執
行
権

停
止
を
行
う
」
と
と
も
に
統
制
処
分
に
付

す
る

。

④

「
統
制
処
分
に
反
対
す
る
署
名

」
な
ど

は

「
動
労
と
関
係
な
く
」

「
外
部
よ
り
の

支
配
介

入
」
で
あ
る
の

で

「
各
級
機
関
共

に
断
固
た
る
態
度
を
堅
持
し
」

「
関
わ
り

を
拒
否

」

「
一
切
の
連
け

い
を
断
ち
き
る

こ
と
」
と
す
る
も
の
で
あ
る

。

こ
の
内
容

に
明
ら
か
な
よ

う
に
、
動
労
千

葉

が
反
対

同
盟
農

民
生
連
帯

し
、
三
里
塚
闘

争

を
た
た
か

っ
た

こ
と
を
理
由

に

「
統
制

違

反

」
と

し
て
処
分
す
る
と

い
う
も
の
で
あ
り
、

同
時

に
、

こ
の
査
問
委
設
置
そ
れ
自
体

が
動

労
千
葉
の
三
里
塚
連
帯
を
即
禁
圧
す
る
も
の

で
あ
り

‐
三
里
塚
連
帯
を
放
棄
せ
ぬ
限

り
執

行
権
停

止
、
組
織
破

壊
を
強
行
す
る
と

い
う

〓
里́
塚

闘
争
そ
の
も
の

へ
の
真
向
か
ら
の
敵

対

で
あ

り
、

三
里
塚
に
連
帯

し
、

こ
れ
を
支

援
す
る

全

国
の
す
べ

て
の
た
た
か
う
労
働
者

人
民

へ
の
許
す
べ
か
ら
ざ
る
反
階
級
的
挑
戦

で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

塚
反
対
同
盟
の
血
盟

＝
労
農
連
帯
の
破
壊

を
許
す
な
ノ

戦
闘
的
、
階
級
的
労
働
運
動

の
防
衛
と
発
展
の
た
め
に

2
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わ
れ
わ
れ
は
、

三
里
塚
闘
争
と
動

労
千
葉

の

ジ

エ
ツ
ト
闘
争

の
階

級
的
正
義
性
に
か
け
、

怒
り
を
も

っ
て
こ
の
査
問
委
設
置
を
弾
劾
す

る
も
の
で
あ
る

。

労
農
連
帯
の
炎
を
断
や
す
な
／

ロ
シ
ア
革
命
以
来
、
世

界
と

日
本
の
人
民

の

心
の
な
か
に
う
け

つ
が
れ

て
き
た
、
労
農

同
盟
の
夢
と

ロ

マ
ン
を
現
実
の
大
地

に
し

っ

か
り
と
根

づ
か
せ
る
た
め

に
い
ま
全
階
級
の

一
人
ひ
と
り
の
勇
気
あ
る
た
た
か

い
が
も
と

め

ら
れ

て
い
る

。

７７
年
１２
月
、
動
労
千
葉

一
四
〇
〇
労
働
者

は
、
労
農
連
帯

の
大
義
を
貫
徹

し
、
首
を
か

け
、
組
織
の
存
亡
を
か
け
歴
史
的
な
百

日
間

闘
争

に
決
起

し
た

。
国
家
権
力
、
国
鉄
当
局

の
弾
圧
を
は
ね

の
け
、
ジ

ェ
ッ
ト
燃
料
貨
車

輸
送
阻
止
、
軍
事
空

港
粉
砕

の
強
力
順
法
闘

争

は
、
総
武
線
を
は
じ
め
首
都
圏
国
電
を
無

ダ
イ
ヤ
状

況
に
叩
き
込
み
、
政
府

・
支
配
階

級
を
震
憾
せ
じ
め
、

Ｉ
里
塚
空

港
開
港
策
動

に
痛
打
を
与
え
た

。

わ
れ
わ
れ
は
、
十

二
年
間
に
わ

た
り
不

撓
不
屈

に
闘
う
三
里
塚

・
芝
山
農

民
と
の

連
帯

の
絆
を
さ
ら

に
う
ち
固
め
、
国
鉄
利

用
者
、

沿
線
住
民
の
生
命
七
生
活
を
守
る

た
め
に
も
、
動
労
千
葉
結
成
以
来

二
十
六

年

の
歴
史
を
か
け
、
文
字
通
り
不
退
転
の

決
意
を
も

っ
て
、
今

こ
こ
に
、
長
期
強
靭

な
闘

い
に
敢

然
と

し
て
突
入
す
る

こ
と
を

宣
言
す

る

。

（
７７
年
１２
月
２
日
、

ジ

エ
ツ
ト
闘
争
突
入

宣

言
抜
す

い

）

‐２
月
３

日
、
午
前

〓
時
を
期

し
て
開
始
さ

れ

た
た
た
か

い
は
、
闘
争
突
入
宙
．言

に
ふ
さ

わ

し
く
壮
大
な
た
た
か

い
と
な

っ
て
爆
発

し

た

。
】

一́里
塚
連
帯

％
ジ

ェ
ッ
ト
阻
止

″の

ス

ロ
ー
ガ

ン
列
車
が
酋
都
圏
を
席
倦

し
、
各
駅

頭

で
は
反
対

同
盟
農

民
と
支
援
の
労
働
者

ｏ

市

民
が
激
励
す
る

。
そ
れ
は
、
か

っ
て
朝
鮮

戦
争
下
、
北
陸

鉄
道
労
組
が
内
灘
の
農
漁
民

と
連
帯

し
、
米
軍
の
弾
薬
輸
送
列
車
を
阻
止

し
た
た
た
か

い
以
来
、
断

え
て
久

し

い

″
労

農
連
帯

の
旗

″
を
か
か
げ
、

日
本
労
働
運
動

の
階
級
的
再
生
を
か
け
た
歴
咆
的
決
起

に
ふ

さ
わ

し
い
鉄
路
の
た
た
か

い
で
あ

っ
た

。

国
鉄
当
局

・
動
労
本
部
の
弾

圧

と

妨

害

は

ね

の

け

、

備

蓄

ゼ
ロ
＝
空
港
廃
港

へ
む
け
た

た
た
か
い
の
前
進

動
労
千
葉

＾
四
●
■
労
働
者
の
、
労
農
連

帯

を
か
け
、
ま
た
労
働
組
合

の
階
級
的
責
務

に
燃
え
た
た
た
か
い
の
大
爆
発

に
、
動
労
本

部

の
攀

マ
，し
松
崎
七
悪
質
反
動
分
Ｆ
は
恐
怖

し
、
早
く
も
開

い
か
ら
の
召
選
を
策

Ｌ
、

こ

の
決
戦
の
最
中

「
労
働

運
動
の
冬

の
時
代

に

こ
れ
以
上
闘
う
の
は
極
／
‐ｉ
目
険
主
義

で
あ
り

政

治
闘
争

に
は
限
界
が
あ
る
」
と

い
い
な
こ

７８

ｏ
３

ｏ
ｌ

ス
ト
を
も

っ
て

「
ジ

ェ
ッ
ト
闘

争

終
止
符
論

一
を
打
ち
出

し
、
折
か
ら
の
国

鉄
当
局
の

ス
キ

ャ

ッ
フ
導
入

・
ス
ト
破
り
攻

撃

に
抗

し
て
た
た
か
う
動

労
千
葉
つ
ジ

ェ
ッ

ト

闘
争
圧
殺

の
尖
兵
つ
役
割
を
担

っ
た
つ
で

あ

る

。
ま
た
、
３

ｏ
２６
以
降
、
政
府
支
配
階

級
の

″
話

し
合

ｔ、
路
線

″
こ

ロ
ウ
落
さ
れ
た

総
評

ｏ
民
同
の
腐

敗
七
―――

鴨
の
下
、

こ
れ
を

打
ち
砕
き
、
ち
く
ま

で
労
農
連
帯

・
ジ

ェ
ッ

ト
貫
徹

を
か
か
げ
、
５
『
開
港
攻
撃

に
対

し

て

一
週
間
の
指
名

ス
ト
を
本
部

に
要
求

し
た

千
葉
地
本
を
圧
殺
す
る
な
ど
、
組
合
内
部
か

ら

ジ

ェ
ッ
ト
闘
争

へ
の
妨
害
、
敵
対
を
強
め

て
き
た
の

で
あ
る

。

こ
う
し
た
反
動
的
逆
流

に
抗

し
、
５

ｏ
２０

強
行

「
開
港

」
当

日
、
空
港
廃
港
に
む
け
た

″
備
蓄

ゼ

ロ
″
の

ス

ロ
ー
ガ

ン
を
か
か
げ
た

動

労
千
葉

Ｉ

Ｏ
●
の
部
列
の
登
場
は
、

三
里

塚
第

一
公
園
を
埋
め

つ
く
す
巨

万
の
労

・
農

・
学
人
民
の
感
動
を
呼
び
お

こ
す
と
と
も
に
、

新

た
な
た
た
か

い
の
開
始
を
宣
言
す
る
も
の

Ⅱ
査
問
委
設
置
の
経

過
と
問
題
点

◎
７
月
３
日
～
７
日

動
労
第
３４
回
定
期
全
国
大
会
開
催
さ
れ
る
。

「
三
電
塚
反
対
同
盟
Ｌ

´
線
を
画
す
る
」な
る
●

嘔
塚
闘
争

へ
の
全
面
敵
対
決
議
を
動
労
内
外
の

反
対
を
暴
力
的
に
圧
殺
し
て
強
行
採
決
さ
れ
る
。

大
会
に
先
立
ち
、
三
哩
塚

・
北
富
ｌｆ
・
砂
川

新
関
西
空
港

・
日
本
原
等
の
全
国
の
闘
う
住

民
、
文
化
人
、
知
識
人
三
、
八
●
一
の́
決
議

案
弾
劾
声
明
を
発
表
。

出
席
代
議
員
三
百
十
三
名
中
、
百
´
卜́
四
名

の
共
同
修
正
案
出
さ
れ
る
。

千
葉
地
本
代
議
員
に
会
場
内
外
で
集
団
テ
ロ

が
な
さ
れ
る
な
ど
動
労
大
会
始
ま

っ
て
以
来

の
異
常
な
大
会
と
な
る
。

3



で
あ

っ
た

。

暴
力
と
桐
喝
に
よ
る
組
合
民
主

主
義
破
壊
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
的
暴

挙
を
許
す
な
″

７８
年
７
月
、
岡
山
県
津
山
市
で
開
催
さ
れ

た
第
３４
回
動
労
全
国
大
会
に
お
い
て
、
革

マ

ル
と
悪
質
民
同
は
、
ジ

ェ
ッ
ト
闘
争
の
全
面

圧
殺
と
労
農
連
帯
の
破
壊
を
動
労
四
万
七
千

組
合
員
の
名
の
下
に
決
議
す
る
と
い
う
暴
挙

を
あ
え
て
強
行
し
た
。

彼
ら
は

「
三
里
塚
闘
争
は
、
権
力
の
政
治

的
謀
略
に
あ
や
つ
ら
れ
た
極
左
暴
力
集
団
の

行
動
」
と
た
た
か
う
者

へ
の
権
力
や
日
共

・

民
青
の
言
葉
か
と
み
ま
こ
う
デ

マ
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
は
り
、
ま
た
、
反
対
同
盟
戸
村
委
員

長
の
帝
国
主
義
権
力
と
実
力
闘
争
で
も

っ
て

た
た
か
う
農
民
を
代
表
し
て
、
労
働
者

へ
の

限
り
な
き
連
帯
と
決
起
を
訴
え
た
発
言
を
歪

曲
し

「
戸
村
は
列
車
を
爆
破
せ
よ
、
燃
料
輸

送
を
す
る
動
労
の
運
転
手
を
殺
せ
ノ
と
発
言

し
て
い
る
」
と
デ

マ
を
ね
つ
造
し
、
そ
の
こ

と
を
も

っ
て

「
反
対
同
盟
と

一
線
を
画
す
」

決
議
を
、
動
労
内
外
の
多
く
の
反
対
を
フ
ァ

ッ
シ
ョ
的
議
事
運
営
と
テ
ロ
で
圧
殺
、
強
行

採
決
し
た
の
だ
。

こ
の

フ

ァ

ッ
シ

ョ
的
暴
挙
は
、

「
歴
史
的
第
二

四
回
定
期
大
会

は
、

こ
れ

ま

で
に
も
な
か

っ
た
野
次
と
怒
号
、
更

に

は
、
代
議
員
の
発
言
権
を
も
封
ず
る
と

い

う
意
図
的
な
議
長
、
議
運
に
よ
る
大
会

運

営
、
そ
し
て
更

に
は
発
言
者

に
対
す
る
、

傍
聴

者
な
ど
に
よ
る
個
人
追
求
、

果
て
は

暴
力
行
為
な
ど
が
お

こ
な
わ
れ
、

民
主
主

義
を
誇
る
労
働
組
合

の
大
会

運
営
の
あ
り

方
に

つ
い
て
、
正
に
異
常
と

い
わ

ざ
る
を

得
ま
せ
ん

Ｌ
秋

田
地
本
の
質
問
状

）

を

は
じ
め
と
す
る
５
地
本
か
ら
同
趣
旨
の
質

問
状

が
提
起
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
組
合
民
主

主
義
を
も
無
視

し
た
フ

ァ

ッ
シ

ョ
的
暴
挙
に

動

労
内
外
か
ら
多
く
の
糾
弾
が
な
さ
れ

て
い

る

。反
動
を
つ
き
破
り
、
動
労
千
葉

９

ｏ
ｌ７
三
里
塚
現
地
に
英
雄
的

に
決
起
／

不
滅
の
労
農
連
帯
う
ち
固
め
る

動
労
千
葉

一
四
〇
〇
労
働
者
は
、
こ
う
し

た
内
外
の
反
動
を
は
ね
の
け
、
反
対
同
盟
と

の
連
帯
強
化
、
ジ

ェ
ッ
ト
闘
争
の
更
な
る
前

進
を
断
固
と
し
て
決
定
し
、
９

ｏ
ｌ７
三
里
塚

現
地
に
決
起
し
た
。

巨
万
の
労

・
農

・
学

・
人
民
の
な
り
や
ま

ぬ
拍
手
の
中
、
鉄
輪
旗
を
先
頭

に
入
場
し
た

動

労
千
葉

四
●
〇
の
隊
列

は
、
労
農
連
帯
の

熱
き
合
流
を
実

現
し
た

。

職
場
で
当
局

ｏ
資
本
や
民
同
の
処
分
と
統

制

攻
撃
を
打
ち
破
り
、
全

国
か
ら
Ｉ
里
塚
に

結
集
し
た
全
逓
、
自
治
労
、
教
労
や
民
間
の

労
働
者
は
、
動
労
千
葉
に
わ

が
た
た
か

い
を

労
働
者
の
未
来
を
見

い
出

し
た

。
Ｉ
里
塚
闘

争

と
動
労
千
葉
の
た
た
か

い
の
中

に
、
社
共

を

の
り

こ
え
て
た
た
か
う
全
労
働
者

・
人
民

の
未
来
を

。

当
日
、
関
川
委
員
長
は

「
も
早
や
多
く
を

語
ら
な

い
、
断

平
た
た
か

う

」
と
簡
潔
な
決

意
を
表
明
し
た
が
、
そ

こ
に
は
以
下
の
よ
う

な
決
意

が
こ
め
ら
れ

て
い
た
の
で
あ
る

。

わ
れ
わ
れ
は
三
里
塚

・
芝
山
連
合
空
港

反
対

同
盟
の
十
三
年
間

に
わ
た
る

不
撓
不

屈
、
非
妥
協
の
闘

い
に
学
び
、
百
日
間
の

激
闘
を
頂
点
と
す
る
三
里
塚

ｏ
ジ

ェ
ッ
ト

闘
争

の
断

平
た
る
貫
徹

に
よ

っ
て
、
労
働

運
動

の
戦
闘
的
再
生
を

目
指
し
て
闘

い
抜

い
て
き
た

。

「
四

つ
の
視
点

」
を
高

々
七

掲

げ
た
Ｉ
里
塚

・
ジ

ェ
ッ
ト
闘
争
は
、
右

傾
化
す
る
既
成
指
導
部

の
も
と

で
苦
闘
を

強

い
ら
れ

て
い
た
多
く

の
戦
闘
的
労
働
者

に
限
り
な

い
励
ま

し
を
与
え
、
さ
ら
に
労

◎
７
月
１２
日

動

労
千

葉

地

本

組
織

第

３７

号

で

「
第

３４

国

大

会

に

お

け

る

千

葉

地

本

選

出

代

議

員

ｏ
傍

聴

者

に

対

す

る

集

団

暴

力
事

件

に

つ

い
て

」
本

部

に
中

し

入

れ

行

う

。

７

～

８
月

、

動

労

秋

田
地

本

、

水

戸

地

本

、

米

′卜
地

本

、

仙

谷

地

本

、

鹿

児
島

地

本

か

ら

そ

れ

ｒ
れ

、

３４

国

大

会

運

営

に
関

す

る

中

央

本

部

へ
の

弾
劾

決

議

ふ

が

る

。

動
労
全
国
組
織
、
交
渉
部
長
会
議
が
開
催
さ
れ
、

千
葉
地
本
機
関
紙

「
動
輪
第
イ
号
」
に
つ
い
て

組
織
問
題
七
さ
れ
る
。

◎
８
月
２‐
日

電

話

連
絡

第

５８

号

に

て

「
動

輪

」
と

と

も

に
、

津

田
沼
支

部

情
報

「
で
ん

し

ゃ
第

５４

号

」
も

回

収

と

発

行

停

止

に

さ

れ

る

。

◎
８
月
１６
日

千
葉
地
本
青
年
部
第
１９
固
定
期
委
員
会
が
開
催

‥
壁
塚

・
ジ

ェ
ッ
ト
闘
争
の
新
た
な
決
意
固
め

る
ｃ

◎
８
月
２８
日
～
３０
日

千

葉

地

本

第

３‐

回

定

期

大

会

開

催

さ

れ

る

。
大

会

宙
一言

、́
本
文

中

引

用

）
決

議

月
17
日ダ
じ

4



働

運
動
に
失
望

し
て
い
た
多
く
の
地
域
住

民

の
闘

い
に
限
り
な

い
希
望
を
与
え
る
も

の
で
あ

っ
た

。
で
あ
る
が
故

に
、

三
電
塚

ジ

エ
ッ
ト
闘
争

に
対
す
る
広
範

で
重
層
的

な
支
援

・
連
帯
の
強
力
な
結
集
も
か
ち
と

ら

れ
た
の
で
あ
る

。
こ
の
広
範
な
職
場

・

生

産
点
か
ら

の
盛
り
あ

が
り
に
よ

っ
て
支

え
ら
れ
た
三
里
塚

・
ジ

ェ
ッ
ト
闘
争

が
、

政
府

・
支
配
者
階
級
の
支
配
の
根
幹
に
肉

迫
す
る
闘

い
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
熾
烈
な

弾
圧
と
密
集
す
る
反
動
の
出
現
も
ま
た
必

然
で
あ

っ
た
。
こ
の
弾
圧
と
反
動
を
の
り

こ
え
る

こ
と
な
し
に
労
働
運
動
の
未
来
を

切
り
拓
く
こ
と
は
不
可
能

で
あ
る

。

わ
れ
わ
れ
は
、
　
一
、

四
〇
〇
名
組
合
員

の
団
結
を
さ
ら
に
強
固
に
う
ち
固
め
、
三

里

塚

・
ジ

ェ
ッ
ト
闘
争
と

い
う
歴
吏

の
歯

車
を
動
か
す
把
手
を
こ
の
手
に
握
り

し
め

た
立
場
を
は

っ
き
り
と
自
覚

し
、
労
働
組

合
の
階

級
的
責
務

に
か
け

て
、
き

っ
ば
り

と
正
義
の
道
を
選
択

し
、
自
分
自
身

の
職

場
、
生
産
点
を
守
り
切
る
と
同
時

に
、
福

田
自
民
党
内
閣
打
倒
、
三
里
塚
空
港
廃
港

に
む
け

て
、

三
里
塚

・
芝

―‥――
農

民
を
は

じ

め

と
す
る
戦
闘
的
労
働
者
、
人
民
生
連

帯

し
断

乎
と
し
て
闘

い
抜
く
決
意
を

明
ら

か

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
第
二

一
回
千
葉

地
本
大
会
宣
言

（
抜
す
い

）

動
労
千
葉
先
頭
に
、　
一
切
の
反

動
を
粉
砕
し
、
日
本
労
働
運
動

の
階
級
的
革
命
的
再
生
か
ち
と

２？
つ
′
・

事
態
は
鮮

明
で
あ
る

。
動
労
千
葉

へ
の
統

制

処
分
を
黙
視

し
、
三
里
塚
闘
争
と
ジ

ェ
ッ

ト
闘
争
を
破

壊
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
動
労

千
葉
を
支
援

・
防
衛
す
る
の
か

。
動
労
と

日

本

労
働
運
動

の
フ

ァ
シ
ス
ト
的
変
質
を
許
す

の
か

。
そ
れ
と
も
屈
服
と
腐
敗
を

深
め
る
社

共

・
民
同
を
の
り
こ
え
、
た
た
か
う
労
働
運

動

の
革
命
的
再
生
を
か
ち
と
る
の
か

。
不
正

義
か
正
義
か

。
問
題
は
か
く
た

て
ら
れ

て
い

る
の
だ

。

わ
れ
わ
れ
は
動
労
の
反
革
命
的
ひ
き
ま
わ

し
、

フ

ァ

ッ
シ

ョ
的
乗

っ
と
り
を
許

し
て
は

な
ら
な

い
。
革

マ
ル
と
悪
質
民
同
に
よ
る
．三

里
塚
闘
争

へ
の
反
革
命
的
敵
対

ｏ
正
義

の
労

農

連
帯
破
壊
の
攻
撃
を
絶
対

に
許

し
て
は
な

ら

な
い
。

今

日
、

日
本
の
労
働
運
動
が
ま
す
ま
す
右

傾
化
す
る
中
で
、
１
哩
塚
闘
争

は
社
共

・
民

同
を
の
り
こ
え
て
た
た
か
う
全
人
民
の
共
闘

と
団
結
の
砦
と

し
て
よ
り

一
肩
強
化
さ
れ
ね

は

な
ら
な

ｔ、
３
ヒ

Ｄ
わ
け
、

こ
の
間
の
帝
国

主
義
者
の

「
有
事
占
一法

一
を
は

じ
め
と
す
る

体

ｌｌｉｌｌ
的
危
機
突
破
を
か
け
た
侵
略
戦
争
策
動

の
急
展
開
を
み
る
と
き
、
な
お

．
層
鮮
明
で

あ

る

。
政
府

・
支
配
階

級
の
Ｉ
里
塚
開
港
攻
撃
は
、

帝

国
主
義
の
侵
略

に
む
け

て
の
軍
事
体
制
強

化
、
農
民
切
り
捨

て
＝

労
働
者
人
民
の
搾
取

と
収
奪

の
強
化

・
強
権
的
弾
旺
を
軸
ヒ
す
る

挙
国

．
致
的
総
動
員
体
制
構
築

に
む
け
た
攻

撃

の
今

日
的
環

で
あ
り
、

こ
れ
と
真
向
か
ら

対

決

し

″
侵
略
粉
砕

・
帝
国
Ｌ
義
打
倒

″
に

む
け
た
樺
命
的
労
農
同
盟
の
萌
芽
＝
反
対

同

盟
農

民
と
動
労
千
葉
を
両
軸
と
す
る
労
農
連

帯

を
守
り
ぬ
く

こ
と
は
労
働
者

ｏ
人
民
の
階

級
的
責
務
で
あ
る

。

わ
れ
わ
れ
は
、
侵
略

に
加
担

し
、
そ
の
尖

兵

と
化
す
る
産
業
報
告
会

へ
の
道
を
、
あ
ら

ゆ
る
反
動
と
反
革
命
的
敵
対
を
勇
気
を
も

っ

て
は
ね
の
け
、
動
労
千
葉
を
先
頭
に
帝
国
主

◎
９
月
１７
日

‥

里

塚

現

地

に

．
万

八

■

■

■
の

人

結

集

、

動

労

千

葉

四

・１
感

動

的

合

流

か

ち

と

る

。

◎
９
月
１８
日

動
労
全
国
戦
術
委
員
長
会
議
に
お
い
て
９

・
１７

へ
の
千
葉
の
参
加
に
つ
い
て
問
題
と
さ
れ
る
。

◎

９

月

２８

日

～

２９

日

動
労
臨
時
全
国
青
年
部
長
会
議
に
お
い
て

「
千

葉
問
題
」
を

「，敵
対
予
盾
」
と
き
め
つ
け
、
本

部
に
処
分
を
要
請
す
る
決
議
を
強
行
。

Ｏ
＝
月
１５
日
～
１７
日

動
労
第
趨
期
中
央
委
員
会
に
お
い
て
、
千
葉
地

本

へ
の
査
問
委
員
会
設
置
を
強
行

◎
＝
月

定
中
を
前
後
し
て
、
戸
村
委
員
長
を
先
頭
と
す

る
●
里
塚
反
対
同
盟
は
、
査
問
委
設
置
を
弾
劾

し
て
Ｉ
＝
連
日
動
労
本
部
に
抗
議
行
動
に
決
起

◎

‐２

月

１０

日

戸

村

．
作

氏

を

は

じ
め

た

す

る

「
動

労

千

葉

支

援

・
三

里

琢
連

帯

国

民

集

会

」
が
開

催

さ

れ

る

た

、
」
（
　

　

」
（
　

　

の

人

結

集

か

ち

七

る

。



義

の
凶
暴
な
優
略
と
対

決
す
る
日
本
労
働
運

動

の
階
級
的

・
革
命
的
再
生
を
か
ち
と
ら
ね

ば
な
ら
な
い
Ｑ

全
関
西
の
闘
う
職
場
、
工
場
か

ら

一
０
一
四
　
三
里
塚
連
帯

ｏ

動
労
千
葉

支
援
／

人
民
大
集

会
に
総
結
集
し
よ
う
／

全
関
西
の
労
働
者
諸
君
ノ
と
り
わ
け
、
職

場

で
当
局

・
資
本
と
民
同
支
配
下

で
階
級
的

労
働
運
動
を
め
ざ
し
日
夜
苦

闘
を

し
い
ら
れ

て

い
る
青

年
労
働
者
諸
君

ノ

ロ
シ
ア
革
命
以
来
、
世
界
と

Ｆ・１
本
の
人
民

の

心
の
な
か
に
う
け

つ
が
れ

て
き
た
労
農
同

盟

の
夢
と

ロ

マ
ン
を
現
実
の
大
地
に
根

づ
か

せ
る
た
め
、
　
一
切
の
反
動
と
敵
対
を
は
ね
の

け
、
職
を
か
け
、
組
織
を
か
け

て
た
た
か
う

動

労
千
葉

こ
そ
わ
れ
わ
れ
青
年

労
働
者
の
希

望

の
星
だ

。

社
共

・
民
同
が
た
た
か
う
者

へ
の
敵
対
と

裏

切
り
を

深
め
る

い
ま
、

こ
れ
を
の
り

こ
え

て
進
む
動
労
千
葉

一
、

四
〇
〇
労
働
者
を
孤

立
さ
せ

て
は
な
ら

な

い
。
そ
れ
は
、
職
場

こ

そ
違
え
、
わ
れ
わ
れ

一
人

一
人

が
、
職
場
で

地
域
で
日

々
直
面

し
て
い
る
情

況
そ
の
も
の

で
は
な

い
か

。
　

ノ

羽
仁

五
郎
氏
、
戸
村

一
作
氏
を
は
じ
め
と

す

る

「
一
・

＾
四
動

労
千
葉
支
援

・
Ｉ
里
塚

連
帯
人
民
集
会

」
に
総
力
結
集

し
よ

う
で
は

な

い
か

ノ

一
・

一
四
集
会
を
突
破

口
に
、

三
里
塚
闘

争

勝
利
、
動
労
千
葉
支
援
、
そ

し
て
わ
が
関

西
の
地

に
ガ

ッ
チ
リ
と
根

づ
い
た
社
共

・
民

同
を
の
り

こ
え
て
た
た
か
う
戦
闘
的

・
階
級

的
労
働
運
動

の
巨
大

な
潮
流
を
創

り
出
す

こ

と
を
訴
え
る

。

一島簸
一蕪輩・卜・・』諄

ふ■li鷲二管

動
労
千
葉
は
、
国
鉄
労
働
者

の
最
大
の
誇
り

動
労
千
葉
の
闘
い
を
知

っ
た
と
き
、
自
分
が
国
鉄

労
働
者
で
あ
る
こ
生
の
誇
り
Ｌ
そ
の
力
を
心
底
か
ら

白
覚
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
自
分
の
働
く
鉄
路
は
、

三
里
塚
の
農
民

へ
の
連
帯
、
日
本
社
会
の
変
準
の
武

器
に
な
り
う
る
の
だ
。
そ
の
力
を
も

っ
て
い
る
の
だ
。

そ
の
闘
い
故
に
統
ｌｌｉｌｌ
処
分
を
す
る
と
は
、
鉄
労
以

下
で
は
な
い
か
。
千
葉
の
仲
間
と
と
も
に
こ
の
反
動

を
打
砕
く
。

（国
鉄
労
働
者
）

闘
う
教
育
労
働
者
は
動
労
千

葉
の
闘

い
に
学
び
彼
ら
に
続

′
ヽ

「
教
え
ｒ
を
戦
場

へ
送
る
な
／
」
を
合
言
葉
に
闘

い
ぬ
い
て
き
た
教
育
労
働
者
は
、
今
、
試
練
に
た
ゝ

さ
れ
て
い
る
。

有
事
げ
一法
ヽ
元
号
法
制
化
の
攻
撃
が
吹
き
荒
れ
、

「
日
の
丸
」
「教
育
勅
語
」
が
叫
ば
れ
て
い
る
。
侵
略

粉
砕
が
真
に
問
わ
れ
て
い
る
の
だ
。

ｉ
里
塚
農
民
七
動
労
千
葉
の
の
１３
年
の
労
農
連
帯

・
軍
事
空
港
粉
砕

・
ジ

ェ
ッ
ト
闘
争
こ
そ
は
侵
略
粉

砕
の
開
い
そ
の
も
の
だ
。

わ
が
教
育
労
働
者
は
、
三
哩
塚

・
動
労
千
葉
の
よ

う
に
開
い
ぬ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
続
け
／

統
ｌｌｉｌｌ
処
分
な
ど
も

っ
て
の
ほ
か
だ
／

（教
育
労
働
者
）

6

Ⅲ
三
里
塚
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闘
争
に
支
援
・連
帯

す
る



正
義
は
動
労
千
葉
に
あ
る
／

１
里
塚
農
民
と
連
帯
し
、
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
貨
車
輸

送
阻
止
闘
争
を
闘
う
動
労
千
葉
地
本
に
対
し
て
、
ア

ジ
ア
人
民
殺
り
く
の
た
め
の
基
地

・
横
田
ヘ
ジ

ェ
ッ

ト
燃
料
を
運
ぶ
動
労
東
京
地
本
の
あ
る
支
部
が
、
統

制
処
分
を
要
求
ノ

ど
ち
ら
に
正
義
が
あ
る
か
明
々
白
々
だ
／
わ
が
全

逓
労
働
者
は
、
国
労

・
動
労
の
仲
間
と
共
に
反

マ
ル

生
闘
争
を
闘
い
ぬ
き
勝
利
し
た
。
そ
の
動
労
の
最
先

頭
で
闘
う
千
葉
地
本
の
仲
間
に
統
―ｌｉｌｌ
処
分
を
か
け
る

と
い
う
こ
と
は
、
わ
が
全
逓
労
働
者

へ
の
弾
圧
と
同

じ
事
だ
ノ
マ
ル
生
粉
砕
、
物
ダ
メ
闘
争
の
渦
中
で
、

統
制
処
分
粉
砕
／
わ
れ
わ
れ
も
共
に
闘
う
／

（全
逓
労
働
者
）

「動
労
千
葉
の
ジ
ェ
ツ
ト
燃
料
輸

送
阻
止
闘
争
に
全
面
的
な
支
援

を
送
る
」

労
働
組
合
は
労
働
者
の
人
権
を
ま
も
る
た
め
に
存

在
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
自
ら
の
人
権
を
ま
も
る
に
は
、
他
の
人
々
の

人
権
を
ま
も
る
こ
と
と
連
帯
し
な
け
れ
ば
遂
行
で
き

な
い
も
の
で
す
。
労
働
者

・
農
民

ｏ
市
民
の
人
権
を

ま
も
る
連
帯
の
闘
い
が
常
に
唱
え
ら
れ
る
の
は
そ
の

た
め
で
す
。

こ
れ
を
忘
れ
労
働
組
合
が
組
合
員
の
日
先
の
利
益

だ
け
を
追
求
す
る
と
き
、
そ
れ
は
人
権
で
な
く
て
自

ら
の
特
権
を
追
求
す
る
集
団
に
転
化
し
、
他
の
人
権

の
犠
牲
の
上
に
乗
る
存
在
と
な
る
も
の
で
す
。

こ
の
意
味
で
動
労
千
葉
地
本
の
ジ

ェ
ッ
ト
闘
争
こ

そ
、
ま
さ
に
労
組
本
来
の
姿
を
あ
ら
わ
す
も
の
と
し

て
、
私
は
全
面
的
支
援
を
送
る
も
の
で
す
…
…
…

武
谷
二
男
（物
理
学
者
・安
全
間

問
題
研
究
家
）

労
働
総
体
の
右
傾
化
、
体
制
内
化
が
語
ら

れ
は

じ
め

て
久

し

い
。
こ
こ
数
年
来
、
曲
り

な
り

に
も
職
場

組
合
活
動
を
や

っ
て
き
た
も

の

に
と

っ
て

、
あ
る
と
き
は
腹
だ
た
し
く
、

あ
る
と
き
は
、
無
責
任

な
常
用
語

に
す
ら
な

っ
て
い
る
そ
の
言
葉
を
聞
く
と
き
、
自
分

．

人

の
力

で
は
抗

し
が
た

い
流
れ
を
感

じ
て
、

い
ら
だ

っ
て
き
た

。

今

日
、
機
会
を

え
て
、
動
労
千
葉
支
援

・

三
里
塚
連
帯
を
掲
げ
た
集
会

に
参
加

し
た
の

も
、
言
葉
の
横
行
よ
り
も
、
現
実
の
動

労
千

葉

の
実
践
に
触
れ

て
み
た
か

っ
た
か
ら

で
あ

る

。期
待
以
上
の
得
る
も
の
が
あ

っ
た

。

何
よ
り
も
、
社
会
党

や
総
評
な
ど
の
い
ま

ま

で
私
が
参
加
し

て
き
た
集
会
と
異

っ
て
、

日
比
谷
公
会
堂
を
埋
め

つ
く

し
た
人

々

へ
の

集
会

へ
の
集
中
に
は
、
本
当

に
好
感
が
持

て

た

。
Ｉ
哩
塚
と
動
労
千
葉
の
労
農
連
帯
を
守

り
抜
く
、
と

い
う

．
点

に
全

て
の
人

々
が
集

中

・
力
を
傾

注
し
て
い
る

こ
と
が
あ
り
あ
り

と

う
か
が
え
た

。

連
帯
の
拶
挨
、
各
界
か
ら
の
ア
ピ
ー
ル
に

し

て
も

い
わ
ゆ
る
儀
礼

用
の
も
の
と

し
て
、

演
壇

に
お
さ
ま
り
か
え

っ
て
い
る
の
で
は
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人

々
が
、
北
は
、
北
海
道

7
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の
長

沼
か
ら
南
は
沖
縄
の
Ｃ
Ｔ
Ｓ
闘
争
ま
で
、

個

々
の
闘

い
に
責
任
を
も
ち
な
が
ら
、
そ
の

天
下
山
と

し
て
三
里
塚
連
帯
、
動
労
千
葉
支

援
を
訴
え

て
い
た
。
北
富
ｌｆ
「

日
本
原
、
佐

世

保
む

つ
…

こ
れ
ら
全

て
の
闘
う
人

々
が
心

底

か
ら
、
動
労
千
葉
の
労
働
者
の
闘

い
、
開

始

さ
れ
た
労
農
連
帯
を

日
本
人
民
に
と

っ
て

至
宝
と

し
て
守
り
発
展
さ
せ
よ

う
と

し
て
い

る

こ
と
が
、

心
か
ら
感
得

で
き
た

。

労
働
者
と
は
な
に
か
？
労
働
運
動
と
は
現

実

の
日
本
人
民
の
闘

い
を

こ
こ
ま
で
励
ま
し
、

貢
献
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
か

ノ
社
共

ｏ
総

評

の
既
成
の
運
動

感
覚
を
も

つ
も
の
に
と

っ

て
、
そ
れ
は
驚
き

で
あ
り
、
す
ば
ら

し
い
感

動

で
あ

っ
た

。
労
働
運
動
と
は
、
全

て
の
人

民
の
希
望
を
担

っ
て
支
配
者
階
級
と
対
決
出

来
る
も
の
で
な
く

て
は
な
ら
ず
、
そ
の

こ
と

を
動
労
千
葉
は
、
実
践
を
も

っ
て
示
し
て
い

る

の
だ

。

反
対
同
盟
の
人

々
の
発
言
に
よ
れ
ば
、
動

労
千
葉
支
援

の
た
め
、
動
労

．
¨

一
定
期
中

央

委
員
会

に
か
け
た
け
た
三
十
名
の
反
対
同

盟
農

民
に
対

し
て

一
部
動
労
内
革

マ
ル
は
、

「
ド

ン
百
姓
帰
れ

」
「
ド

ン
百
姓
に
労
働
運
動

が
わ
か

っ
て
た
ま
る
か

」
と
暴
言
を
も

っ
て

対

応

し
た
と

い
う

。

8
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な
ん
と

い
う

こ
と

で
あ

ろ
う
。
開
始
さ
れ

た
労
農
連
帯
、
労
働
運
動

の
新
た
な
再
生
、

開

う
人
民
の
労
働
者

へ
の
期
待
を

こ
ん
な
か

た
ち

で
お

し
つ
ぶ
す
と
は

。
統
制
処
分
―
査

問

委
設
置
を
強
行
す
る
と

い
う
一
ア

ンは
、

私

た
ち
が
否
定

し
、
改
革
す

べ
き
労
働
運
動

の

誤

ま
れ
る
方
向
そ

の
も

の
で
あ
る

ｃ

こ
の
日
の
集
会

で
の
全
金
本
山
、
全
逓
共

闘

、
出
版
労
働
者
連
帯
会
議
な
ど

の
発
言
は
、

動

労
千
葉
し
そ
の
精
神
を
同

じ
く
す
る
潮
流

の
存

在
を
は

っ
き
り

小
し
た

。
動
労
千
葉

が
、

労
働
運
動

の
戦
闘
的
再
生

の
た
め

に
必
要
な

こ
と
を

果
敢

に
や
り
技
く

こ
と
、
あ

‐〓Ｄ
ゆ
る

妨

害
、
迫
害
を
避
け

て
と
う
ら
ず
ハ
真
正
面

か

ら
対
決

し
て
、
そ

の
こ
と

に
よ

っ
て
逆

に

強
く
な

っ
て
い

っ
て
い
る

こ
と

。
こ
の
開

い

の
精
神

こ
そ
、

い
ま
の
総
評

に
は
な

い
、
わ

れ
わ
れ

が
本
当

に
学
び
七
ら
ね

ば
な
ら
な

い

一
）
二
一だ
に
０

動
労
千
葉
を
支
え
、
守
り
抜
き
、
動
労
千

葉
を
先
頭
七
す
る
労
働
運
動

の
新
た
な
潮
流

を

つ
く
り
出
す

た
め

に
奮
闘

し
な
く

て
は
な

ら
な

い
。
い
士

の
労
働
運
動

の
危
機
は
、
　
＾

日
も
‐―‐
く
そ

‘′‐
，
こ
ｔ
を
求
め

て
い
る
●
思́
う
．

宝
塚
池
田

N会 場

さ漱
Ｖ

全
関
西

の
闘
う
職
場
、
エ

場
か
ら

‐
・‐４
人
民
大
集
会

に
総
結
集
し
よ
う

宣 真
´園

一口
☆
集
会
名
称

　

１

・
１４
動

労
千
葉
支
援

・
三
里
塚
連
帯

人
民
大
集
会

☆
と
☆
と

こ

北
原

鉱
治

浅

田
光

輝

桑
原
重
夫

西
村

関

一

村

田
　

拓

永
井
　
満

加
辺
永

吉

松
尾
　
博

山
本
善
偉

中
島

昭
八

１
月
１４
日

（
日
）
午
後

１
時

池
田
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

（阪
急
宝
塚
線

「
石
橋
」
下
車
す
ぐ

）

ろ き



１
・‐４
人
民
大
集
会

へ
の
呼
び
か
け

動
労
千
葉

へ
の
統
制
処
分
策
動
を
糾
弾
す
る

Ｈ
月
１６
日
、
国
鉄
動
力
車
労
働
組
合
第

一
〇

一
回
中
央
委
員
会

は
、
千
葉
地
本
三
役

・
地
本
青
年
部
三
役

に
対
す
る
統
制
処
分

の

た
め
の
査
問
委
設
置
を
強
行
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
は
、
千
葉
地
本
が

「
労
農
連
帯
」

の
旗
印
も
鮮

明
に
、
三
里
塚
闘
争
勝
利

・
ジ

ェ
ッ
ト
燃
料
貨
車
輸
送
阻
止
を
か
か
げ
、

９
月
１７
日
三
里
塚
現
地
闘
争
を
闘

っ
た

こ
と
を
も

っ
て
な
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
ま
す
。
三
里
塚
農
民

に
連
帯
し
て
闘

っ
た
が
故

の
組

織
統
制
処
分
、
こ
の
理
不
尽
極
ま
る
策
動
が
、
あ
ろ
う

こ
と
か
労
働
組
合

の
手

に
よ

っ
て
行
な
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

周
知

の
と
お
り
、
動
労
千
葉
地
本
は
、
二
年
前

の
動
労
中
央
委
決
定
、
昨
年

の
全
国
大
会
決
定

に
基
づ
き
、
一二
役
を
先
頭

に
文
字
通

り
地
本
組
織

の
総
力
を
あ
げ

て
、
ジ

エ
ツ
ト
燃
料
輸
送
阻
止
闘
争
を
貫
き
、
危
機

に
頻
す
る
三
里
塚
空
港

の
命
脈
を
断

つ
闘

い
を
実

現
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
動
労
千
葉

の
こ
う
し
た
闘

い
に
、
全
国

の
心
あ
る
人
民
は
ど
れ
ほ
ど
勇
気
づ
け
ら
れ
た

こ
と
か
。
人
民

の

求
め
て
や
ま
ぬ
労
農
連
帯
が
生
き
生
き
と
築
か
れ
、
敵
権
力
を

一
層
絶
望
的
な
地
点

に
追

い
つ
め

て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
本
年

７
月
、
第
３４
回
全
国
大
会

に
お

い
て
、
動
労
中
央
本
部
は
、
三
里
塚
闘
争
を
、
権
力
と

「極
左
暴
力
集
団
」

の

政
治
的
謀
略

で
あ
る
等
と
、
不
可
解
極
ま
る
断
定
を
行
な

い
、

「
反
対
同
盟
と

一
線
を
画
す
る
」
な
る
お
そ
る
べ
き
反
動
的
な
方
針

案
を
提
出
し
、
大
会
参
加

の
約
半
数
近
く

の
代
議
員

の
反
対
意
見
を
暴
力
的

に
封
じ
込
ん
で
採
択

い
た
し
ま
し
た
。

今
回
の
千
葉
地
本

へ
の
査
問
委
設
置
と

い
う
事
態
を
見
る
な
ら
ば
、

こ
の

「
一
線
を
画
す
る
」
と

い
う
大
会
方
針
が
、
千
葉
地
本

の
三
里
塚
連
帯

・
ジ

ェ
ッ
ト
燃
料
輸
送
阻
止

の
闘

い
を
圧
殺
す
る
た
め
に
の
み
提
出
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
は
明
白

で
あ
り
ま
し

よ

フヽ
ｏ
三
里
塚
闘
争
は
現
地
反
対
同
盟

の
十
三
年
間

の
英
雄
的
闘

い
を
先
頭

に
、
全
国

の
労
働
者
人
民

の
力
と
英
知
を
集
め
て
闘
わ
れ
、

今
日
、
全
人
民
全
階
層

の
反
権
力
闘
争

の
天
王
山
と
も

い
う

べ
き
偉
大
な
地
平
を
築
き
上
げ

て
お
り
ま
す
ｏ
そ
し
て
昨
年
来

の
ジ

ェ

ッ
ト
燃
料
貨
車
輸
送
阻
止
闘
争

こ
そ
は
、
日
本

に
お
け
る
労
農
同
盟

の
本
格
的
実
現
と
し
て
、
全
国

の
労
働
運
動
　
農
民

・
住
民
運

動

の
圧
倒
的
期
待
と
注
目
を
集
め

て
い
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

今
回

の
中
央
委

に
お
け
る
査
問
委
設
置
は
、
動
労
中
央
自
ら
が

こ
の
輝
け
る
労
農
同
盟
を
破
壊
し
よ
う
と
す
る
暴
挙

で
あ
り
ま
す

私
達
は
、
三
里
塚
闘
争

の
勝
利
と
日
本
労
働
運
動

の
戦
闘
的
発
展
を
心
か
ら
願
う
も

の
と
し
て
、
今
回

の
千
葉
地
本

に
対
す
る
査

間
決
定

の
撤
回
を
強
く
求
め
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

以
上

の
趣
旨

に
た

っ
て
、
全
人
民

の
力

で
千
葉
地
本
と
ジ

ェ
ッ
ト
闘
争
を
守

り
抜
く
た
め
に
、
人
民
大
集
会
を
開
催
し
た

い
と
思

い
ま
す
。
各
界
、
各
層
か
ら
大
挙
し
て
結
集

さ
れ
る
こ
と
を
切
に
訴
え
ま
す
。

一
九
七
八
年

一
二
月



郎

作
次

治

↓
五
一
政
鉱

州
仁
村
橋
原

び

羽
戸

石
北

よ＜

満

吉

偉

八

水ヽ
善

昭

井

辺
本

島

永

加

山

中

鉄

夫

博

一
拓

重

　

関

方

原

尾

村

田

土

桑

松

西

村

同 者 >
日高 六 郎

阪 根 俊 夫
金 城  実
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浅 田 光輝

鷲 田 正 平

小西ノブ子

田 坂 暁 人

小 西 武 夫

春 本 幸 子

青 木 敬 介

加瀬都貴子

(12月 10日 現在 )
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三里塚 闘争は現地反対同 盟の 13年間の英雄的闘 いを先頭 に、全国の労
働者 人民 の力 と英知 を集 めて闘ゎれ、今 日、全人民 全階層の反 権力 闘争

の天I山 ともい うべ き偉 人な地 平を築 き上 げてお ります。そ して昨年来
の ジ ェ ッ ト燃 料貨車輸送 阻 lll闘 争 こそは、 日本 にお ける労農同盟 の本 格

的実現 と して、 全国の労 働運 動 、農民 0住民運動 の 1王倒的期待 と注 目を
集 めて いる ものであ ります .

今回の中 央委 にお け る査問委 設置は、動労 中 央自 らが この輝 ける労 農

同盟 を破壊 しよ うとす る暴挙 であ ります。

私達 は、三里塚 闘争の勝 利 と日本労 働運動の戦 闘的発展 を′己、か ら願 う

もの と して、今回の千葉地 本 に対す る査問決定 の撤 回 を強 く求 め る もの

であ ります。    (「 1.14人 民大集会 への呼び かけ」 よ り抜粋 )
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